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参照するために倫理的“はしご”を登る
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個別の経験
個別の物語
過去の事例

施設倫理規則

ガイドライン・提⾔

⼈⽣の最終段階における
医療の決定プロセスに
関するガイドライン

 （厚⽣労働省）

維持⾎液透析の開始と継続に
関する意思決定プロセスにつ

いての提⾔
 （⽇本透析医学会）

倫理綱領
ヒポクラテスの誓い
ジュネーブ宣⾔
患者の権利章典
ヘルシンキ宣⾔

法律※ 似たケースは似た仕⽅で対応

厚労省 ⼈⽣の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン

スタッフ同⼠・患者/家族と話合いの機会を継続して持つことが⼤切︕

2018年の３⽉に改訂︕
患者本⼈が置き去りになることがよくある
⽇本の医療現場では
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⽇本の医療者は「キーパーソン病」︕︖
医療者と家族は「無意識に」本⼈を置き去りにしている

「本⼈さんはどう思っているんだろう︖」となかなか⽴ち⽌まれない

本⼈さんは
蚊帳の外

無意識に蚊帳の外に置いていた本⼈に「意識」して
私たちの会話の真ん中に帰ってきてもらう オ
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患者本⼈の意思を推定する義務がある
たとえ意志疎通が取れなくても家族や医療者は

100％推定は不可能︕ 推定する努⼒・会話・プロセスが⼤事︕
推定だけに頼ることは危険 ← → 医学的適⽤とのバランスを取る︕

家族の意向は重要じゃないという意味ではな
く、本⼈の意向なしの家族の意向は有り得ない
という意味。本⼈の意向あっての家族の意向で
あり、両者の間で悩むことが⼤切︕

「社会の秩序を守る」という意味で両者は全く同じだが、法律は国家的制裁
があるが倫理はない

外からの
規制

（他律）

法律 専⾨職倫理

内からの
働きかけ
（⾃律）

最低限の倫理 最⼤限の倫理

法律と専⾨職倫理の違い



最低限から最⼤限の倫理へ

違法

最低限の倫理（線引き）

最⼤限の倫理（患者さんの幸せ）

法律

専⾨職
倫理

患者さんの幸せを
⽬指して、どれだけ
⼯夫できるか頭を
絞って考える︕

←法律を守っておけば
⾃分たちを守ること
は出来るかもしれない、
しかし患者は幸せにな
らない・・・

（中京⼤学 稲葉先⽣）

↓ 患者さんの幸せは教科書に載っていない︕
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ここでの多職種連携
は真ではない︕

私たち専⾨家の中にある
最⼤限の倫理を妨げている要因とは︖

l 忙しさを理由に、⾃分たちの都合を優先し、「これは私たちの
仕事ではない」と理由をつけて断ってしまう

l ⽬の前の専⾨家として最低限やるべき仕事しか⽬に⼊らず、
「何が患者さんの幸福か︖」という最⼤限の倫理へ思いを馳せ
ることなく、患者の思いが置き去りになる（最低限の倫理で終
わってしまう）

l ⾃分たちの仕事ではないがしかし、多職種でどうにかして互い
に助け合いながら、互いを補い合いながら、患者家族の最善・
幸福を達成しようと⼀致団結する連携体制の⽋如

l ⽬的と⼿段を取り違えてしまい、⼿段がいつのまにか⽬的に
なってしまっている（ことに全く気づいていない）
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スキルではなく態度

他者 物語

スキル ナラティヴ

スキルのベクトル
（影響⼒）は他者
へ向かう

ナラティヴのベク
トル（影響⼒）は
⾃⼰へ向かう

⾃分が変わる覚悟で相⼿に向き合う態度
相⼿を変えるのではなく

私たち⾃⾝の可能性

に他ならない

ナラティヴアプローチの可能性

医療/福祉/介護の可能性

患者の可能性ではなく

ご清聴ありがとう
ございました

takakinjo@gmail.com
質問・相談はお気軽に︓

Facebookもお気軽に
友達申請してください


